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着底式風力発電

（デンマークなど）

図1海上風況調査手法と海域による分類

ワイブjレ分布パラメータとそれらに基づく統計モデル

問ル確率密度関数 f(v）＝古r刊＋JJ
但しvは風速、 kは形状パラメータ、Aは尺度パラメータを表す。

ワイブル平均風速 凡I＝］ザ榊． κ，＝A 

rガンマ関数
利用可能工ネル n 1 -
ギー密度（W/m2) 'v -21-'a・ 

すべての風速域に対 1 ....... p A3 3 
するエネルギー密度 Ed二 ｝PJ(v)dv ・ Ed ＝ ~r(l+f)
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図5 現場およびASAR推定風速に基づくヒストグラムと確率
密度関数（右：現場風速、左：ASAR推定風速）

ll 

図4 白浜における現場風速（右：データ数23145）およびASAR推
定風速（左目データ数35）に基づくワイフル確率プ占ット
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図7 データ数（横軸）！こ対して1000回ランダムにサンプリングされた
風速値（2<V<24(m/s)+10112122h）に基づくワイブル分布統計量と風
速、エネルギー密度（赤線は90%信頼区間の上限と下限， N=3236)

10' ，．－ ，。
地m・erolobleM副印、．， 

"' 10・ 

陥ffl>Ofol－政.. ・

83 

ι岡田ムー...i.

－’ーI II W 湯”
Energy density (W/m2) 

図6現場風速およびASAR推定風速に基づくワイブル統計量の比較

（左：尺度、形状、ワイブル平均、右：エネルギー密度）
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図8 ワイブル統計量と風速、エネルギー密度推定量の10パーセント誤差
と90%信頼区間に相当するデータ数（N=3236,10112122+2<V<24) 

1理由晶

世
1。ASARの上空通過時刻および風速推定アルゴリズムの制約を考慮し
た現場風速データに基づく新たな風速データセットを作成し、ワイブル分
布統計モデルを用いた尺度、形状、ワイブル平均風速およびエネルギー
密度の推定及び標準誤差の推定を行った。

2。ASAR(N=35）および現場風速データセット（N=23145）に基づくワイブ

ル平均風速には大きな差は見られなかったが、エネルギー密度推定量
では2倍近い差を示した。これはエネルギー密度が風速の3乗に比例す
るためと考えられる。

3.合成開口レーダーによる風速推定限度がエネルギー密度推定に関
して過大評価、衛星通過時刻が過小評価する傾向が明らかになった。

4o90%の信頼区間および推定量の10%誤差に対応する観測データ数
は風速推定において74～128（シーン）、エネルギー密度推定において
620～1300（シーン）となった。これらの値は今後の合成開口レーダーおよ

び現場データを組み合わせた洋上風力エネルギー推定における誤差を
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図9 風速およびエネルギー密度の10%誤差および90%信頼

区間に相当するデータ数（シーン数）
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